


本工事は、大津漁港内で3.0m円筒型魚礁ブロック（10.83t）197個を製作し、大津沖
約15kmの海域へ運搬・沈設する工事です。工事内容は、魚礁ブロック197個の製作
および運搬・沈設です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブロックの製作は、1日6個を目安に同様の工程を繰り返して施工しています。
作業ではクレーンによる吊荷作業が多いため、毎日の点検を徹底し、安全を
最優先に作業を進めています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一方、海上での運搬・沈設作業は天候や海象の影響を受けやすく、作業日数が
変動しやすいため、気象・海象の状況を十分に確認しながら、安全管理を徹底し、
無事故無災害で施工を進めてまいります。　　　　　　　　　　　　　　　                                         

　　現場代理人・監理技術者：丹野 泰彦／担当技術者：レ ティエン クオン

● 進捗率 ： 55.0%（6月末現在）

● 発注者 ： 北海道十勝総合振興局 産業振興部水産課

● 施工期間 ： 令和8年3月26日～令和8年9月20日

● 施工業者 ： 萩原・北紘経常建設共同企業体

● 施工場所 ： 十勝郡浦幌町

● ブロック転置完了● ブロック転置完了● ブロック転置状況● ブロック転置状況

● 脱型状況● 脱型状況● 生コン打設状況● 生コン打設状況

● 生コン打設全景● 生コン打設全景

北海道太平洋中部地区十勝大津魚礁設置工事（補正）
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本工事は、佐幌ダム再生事業で計画されている佐幌ダムの同軸嵩上げに伴い、計画
水位の上昇により左右岸の現道が水没する区間を対象に、道路の嵩上げを行う
工事です。主な工事内容は、掘削（土砂）3,800m3、掘削（軟岩）11,300m3、植生工
（土砂部）90m2、植生工（軟岩部）610m2、アンカー工154本、独立受圧板1,479m2で、
掘削工および法面工を主体に施工しています。4月から作業を開始し、土砂・軟岩
掘削、グラウンドアンカー工、受圧板設置を繰り返しながら工事を進めています。
夏本番を迎え熱中症リスクの高まりが懸念されることから、AI解析カメラを設置し、
現場全体の安全管理を強化しています。作業員の体調や現場状況を把握し、熱中症
リスクの低減を図ることで、安全確保に努めています。今後も協力会社、現場職員、
会社が一体となって安全管理を徹底し、全員が笑顔で工事を完了できるよう、
無事故・無災害を目標に施工を進めてまいります。　　　　　　　　　　　　　　                                         
　　現場代理人・監理技術者：林 博樹／担当技術者：藁谷 璃空、西岡 武徒

● 施工期間 ： 令和8年3月24日～令和9年2月22日 ● 進捗率 ： 46.1%（6月末現在）

● 施工業者 ： 萩原・堀口特定建設工事共同企業体

● 発注者 ： 北海道十勝総合振興局 帯広建設管理部● 施工場所 ： 上川郡新得町

● 建設産業応援キャラクター「めぇーぷる」● 建設産業応援キャラクター「めぇーぷる」● 受圧板設置状況● 受圧板設置状況● グランドアンカー削孔状況● グランドアンカー削孔状況

● 法面整形状況（ICTバックホウ）● 法面整形状況（ICTバックホウ）● 軟岩掘削状況（ICTブレーカー）● 軟岩掘削状況（ICTブレーカー）

● 施工状況 7月8日撮影● 施工状況 7月8日撮影

佐幌ダム再生事業付替道路（町道北新内線）工事（繰越）
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